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研究成果の概要（和文）：　本研究では、開発途上国のひとつであるカンボジアの農村部における、子どもの健
康・栄養状態および認知発達（cognitive development）に焦点をあて、それらの決定因について考察をしてい
る。カンボジアの調査地域で拡大している非農業部門への、特に母親の就業が子どもの健康等へ与える影響につ
いて、家計聞き取り調査により収集した独自のデータを用いて、計量経済学的な手法により明らかにした。

研究成果の概要（英文）：　This study examines the factors that influence child health, nutrition, 
and cognitive development in rural Cambodia, a developing country. By employing econometric methods 
and analyzing original data obtained from household surveys, the study seeks to determine the 
consequences of the expansion of non-farm employment opportunities for mothers in the study area on 
children's health and other relevant outcomes.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　カンボジアは2000年代以降高い経済成長率を維持し、国民の所得・生活水準は向上しているものの、周辺国に
比べると子どもの栄養不良の割合が高いなどの問題を抱えている。カンボジアで盛んな縫製業・縫靴業の工場の
地方部での稼働が増加しているなかで、これまでの農業中心の生活から、非農業中心の生活に移り変わることに
よる影響、特に幼い子どもを抱える母親が日中に村外に働きに出ることによる影響を考察することは、農村部で
の貧困問題や子どもの人的資本の形成・蓄積を考える上でも非常に意義があるものといえる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
カンボジアでは、製造業（特に縫製業）を牽引役として、2000年以降高い経済成長率を維持
し、国全体の GDPと人々の生活水準は向上しつつある。しかしながら、依然として後発開発途
上国（低所得国）に分類され、東南アジア諸国のなかでも国民の健康水準は低い。また、子ども
の栄養不良も貧困と関連した重大な問題として存在しており、その問題解決が求められている。
しかしながら、カンボジアにおける貧困問題に関する学術的研究は少なく、特に、子どもの健康
などの人的資本については、それと貧困や所得との関連性がデータにより示されているだけで、
厳密な実証研究は十分に蓄積されているとは言い難い状況であった。 
 
２．研究の目的 
 子どもの時期（特に幼年期）の健康・栄養状態や認知発達の程度は、その後の成長や成人期の
生活状態などを決定づける要因になり、長期的に影響を与えると考えられている。開発途上国に
おいて、子どもの栄養不良などは貧困と相互に関連しており、子どもの健全な発育が達成される
ことは、将来の経済成長や持続的発展にとって大きな意味をもつといわれている。 

 
本研究の目的は、開発途上国のひとつであるカンボジアの、特に貧困問題が深刻な農村部にお
ける、子どもの健康・栄養状態および認知発達（cognitive development）に焦点をあて、それら
の決定因を、計量経済学的な実証分析により明らかにすることである。その際に、母親の非農業
部門への就業の影響に特に着目する。 
 
３．研究の方法 
 本課題は当初 3年間の研究期間で実施することを予定していた。具体的には、初年度と二年度
に、カンボジアの複数の農村において、家計に関するアンケート調査と健康状態の測定、および
認知発達を測るテストなどを実施することで詳細な情報・データを収集し、最終年度は、2年間
で収集した資料の分析と論文の作成を中心に行い、研究成果の学会・研究会での報告、および国
内外の学術雑誌への投稿を行うという計画であった。 
 
しかしながら、産前・産後休暇と育児休業取得に伴う研究期間の延長と中断に加え、研究再開
後の本調査の実施を模索している中での新型コロナウイルス感染症の世界的な感染拡大により、
研究計画の大幅な変更とそれに伴う研究期間の延長を余儀なくされた。最終的には、R5 年度
（2023 年度）が最終年度となり、同年度にカンボジア農村での家計聞き取り調査の実施と、そ
こで得られたデータの分析研究を行っている。 
 
４．研究成果 
 海外渡航が困難な時期においても、本研究課題に関する文献レビューを続け、また研究代表者
が過去に収集したデータおよび、カンボジア国内で実施されているカンボジア社会経済調査お
よびカンボジア人口保健調査などのデータを入手し、それらを用いた研究課題に関する研究分
析を行い、国際学会等でも報告をしてきた。 
 
 認知発達に関するデータは既存のデータからは得られなかったが、子どもの健康・栄養に加え、
同じく人的資本の要素とされる教育について、特に母親の非農業部門への就業が与える影響を
中心に研究を進めた。主な研究成果は以下の通りである。 
 
（１）母親の非農業部門への就業が子どもの人的資本に与える影響 
 過去に独自に収集したパネルデータとカンボジア人口保健調査のデータを主に用い、母親の
労働市場への参加・非農業部門への就業が、その子どもの健康・栄養状態に対してプラスの影響
をあたえることを実証分析により明らかした。これは、母親が就業することでより安定的で高い
家計所得が実現され、その所得効果などを通じて子どもの健康・栄養状態が改善されるものと解
釈できる。 
 
 なお、母親の就業を決定する要因についても併せて分析しており、カンボジアの主要産業の一
つである縫製・製靴業の工場が居住地の近くに建設され稼働することが、大きな影響を与えてい
ることがわかった。工場の居住地近くでの稼働は、母親の就業だけでなく、子どもの健康状態と
教育や家計資産の向上など、家計厚生にも影響を与えていることも研究分析より明らかとなっ
ている。 
 
（２）母親の就業と子どもの多次元貧困 
 人的資本の低さを含めた子どもの多次元貧困（multidimensional child poverty）が、カンボ
ジアをはじめとする多くの開発途上国で近年課題として取り上げられることが増えたことから、



（当初の研究計画には含まれていなかったものの）母親の就業が子どもの多次元貧困に与える
影響についても考察をした。 
 
 その結果、母親の就業が 5 歳未満の子どもが多次元貧困状態に陥る可能性を低めるというこ
とがわかった。しかしながら、多次元貧困の要素（次元）である健康と教育の一部の指標に対す
る母親の就業のマイナスの影響も示されたことから、それらの影響を緩和する方策を見出すこ
とや、さらに掘り下げた研究が今後の課題として残されている。 
 
（３）子どもの健康・栄養状態の長期的な影響（成長への影響） 
 母親の就業にも着目しつつ、本課題で実施した家計聞き取り調査のデータと過去のデータも
活用し、子どもの幼少期（初期）の健康・栄養状態が、現在の栄養状態や教育、就業にどのよう
な影響を与えているのかについても検証をした。 
 
それより、過去のその子どもの健康・栄養状態の良さが、その後の栄養状態の良さやより長い
教育年数、そして職業選択に対しても有意な影響を与えていることがわかった。将来の担い手で
ある子どもの人的資本の形成・蓄積は、持続的な経済成長にとっても重要な要素であることから、
幼少期における健康・栄養状態を改善するような更なる取り組みが求められるといえる。 
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